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News!

News!

香港で飛騨牛輸出15周年プロモーション

ＪＡ全農契約栽培米多収コンテスト表彰式

現地輸入業者へ感謝状、料理振る舞い魅力を発信

会長賞の㈱米見（JA晴れの国岡山）ら7人受賞

岐阜県本部

米穀部

　
岐
阜
県
本
部
は
2
月
24
、25
日
、飛
騨
牛
の
主
要
輸
出
先
の
香
港
で

飛
騨
牛
輸
出
15
周
年
を
記
念
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

産
地
や
生
産
者
を
紹
介
し
、現
地
輸
入
販
売
業
者
へ
感
謝
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。シ
ェ
フ
に
よ
る
飛
騨
牛
に
ぎ
り
や
、焼
き
肉
な
ど

の
料
理
を
現
地
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
振
る
舞
い
、試
食
を
し
な
が
ら
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
農
は
3
月
2
日
、東
京
・
大
手
町
で「
令
和
4
年
度
J
A
全
農
契

約
栽
培
米
多
収
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
を
行
い
、「
全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
会
長
賞
」を
受
賞
し
た
㈱
米
見（
J
A
晴
れ
の
国
岡
山
）ほ
か

生
産
者
6
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
本
部
の
山
内
清
久
会

長
、
岐
阜
県
農
林
水
産
物
輸
出

促
進
協
議
会
の
西
村
寿
文
会
長
、

J
A
ひ
だ
の
谷
口
壽
夫
組
合
長
、

高
山
市
の
田
中
明
市
長
、
飛
騨

　
全
農
で
は
、
稲
作
生
産
者
の

経
営
安
定
に
向
け
、
安
定
取
引

が
見
込
め
る
業
務
用
実
需
者
と

の
契
約
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

契
約
栽
培
で
は
、
実
需
者
の
安

定
仕
入
れ
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま

え
、
主
に
多
収
品
種
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。コ
ン
テ
ス
ト
は
、

契
約
栽
培
に
取
り
組
む
生
産
者

の
栽
培
技
術
・
生
産
意
欲
の
向

牛
生
産
者
・
関
係
者
と
、J
A

全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
役

職
員
、現
地
輸
入
販
売
業
者
、メ

デ
ィ
ア
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

飛
騨
牛
を
試
食
し
た
参
加
者
か

ら
は「
口
の
中
で
と
ろ
け

る
よ
う
だ
。
す
ご
く
お
い

し
い
」と
絶
賛
の
声
が
上
が

り
、輸
入
販
売
業
者
は「
香

港
で
の
和
牛
の
人
気
は
高

く
味
・
品
質
と
も
に
好
評

だ
。
今
後
も
積
極
的
に
飛

騨
牛
を
取
り
扱
っ
て
い
き

た
い
」と
期
待
を
述
べ
ま
し

た
。

　
山
内
会
長
は「
香
港
は

重
要
な
輸
出
先
で
あ
り
、

今
後
も
友
好
を
深
め
て
い

き
た
い
」と
述
べ
、長
年
飛

騨
牛
の
取
り
扱
い
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
現
地
輸

入
販
売
業
者
へ
感
謝
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

上
を
目
的
に
始
め
、
5
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
全
農
会
長
賞
に
は
J
A
晴
れ

の
国
岡
山
管
内
の
米
見（
品
種
：

と
よ
め
き
、
反
収
9
0
8
㌔
）、

全
農
理
事
長
賞
最
優
秀
賞
に
は

J
A
兵
庫
六
甲
管
内
の
檜
田
幸

吉
さ
ん（
品
種
：
と
よ
め
き
、反

収
8
8
2
㌔
）が
選
ば
れ
ま
し

た
。　

米
見
の
奥
津
賢
司
代
表

取
締
役
は「
連
作
す
る
と
地

力
が
弱
ま
る
た
め
、ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

な
が
ら
、高
純
度
ケ
イ
酸
を

追
肥
し
た
こ
と
が
高
収
量

に
つ
な
が
っ
た
。今
後
も
多

収
を
目
指
し
な
が
ら
、契
約

栽
培
に
取
り
組
み
た
い
」と

語
り
ま
し
た
。

飛騨牛のプロモーションに参加した関係者

米見の奥津代表（前列中央）、檜田さん（前列右）ら受賞者

コンテストの
結果については

こちら
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News!

News!

News!

「僕らはおいしい応援団」セレクトギフト販売

全農職員としての決意を新たに

日本一輪車協会主催の各種大会に協賛

長野県の名産品や知られざる逸品をカタログに

令和5年度入会式　２７７人が仲間入り

開催県の「ニッポンエール」商品などで選手を応援

長野県本部

総務人事部

広報・調査部

　
長
野
県
本
部
と
長
野
県
信
用
農
業
協

同
組
合
連
合
会
、㈱
地
元
カ
ン
パ
ニ
ー
が

業
務
提
携
し
、3
月
か
ら「
僕
ら
は
お
い

し
い
応
援
団
の
セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
」の
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
4
月
3
日
、令
和
5
年
度
新
規

採
用
職
員
の
入
会
式
を
行
い
ま
し
た
。菅

野
幸
雄
経
営
管
理
委
員
会
会
長
か
ら
辞

令
書
が
手
渡
さ
れ
、2
7
7
人
が
新
た
な

仲
間
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

　
全
農
は
2
0
2
2
年
度
に
開
催
さ
れ

た
日
本
一
輪
車
協
会
主
催
の
各
種
大
会

へ
協
賛
し
、選
手
の
皆
さ
ん
を「
ニ
ッ
ポ

ン
の
食
」で
応
援
し
ま
し
た
。

　「
僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」は
、全
農

の
産
地
直
送
通
販
サ
イ
ト「
J
A
タ
ウ

ン
」で
の
長
野
県
本
部
の
シ
ョ
ッ
プ
の
名

称
で
す
。取
り
扱
う
商
品
を
中
心
に
、県

内
の
名
産
品
や
知
ら
れ
ざ
る
逸
品
を
厳

選
し
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
に
し
た
の
が

「
僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
の
セ
レ
ク
ト

ギ
フ
ト
」で
す
。県
内
産
を
集
め
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
地
域
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、長
野
県
の
良
さ
の

P
R
と
地
域
へ
の
還
元
も
目
指
し
ま
す
。

購
入
希
望
は
地
元
カ
ン
パ
ニ
ー（
電
話

0
5
0
─
3
2
0
0
─
0
8
2
4
）ま
で
。

　
菅
野
会
長
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
、

組
合
員
の
営
農
と
暮
ら
し
、日
本
の
食
と

農
を
支
え
、地
域
や
社
会
に
貢
献
す
る
大

変
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
。歴
史
の
大

き
な
転
換
期
の
中
で
、社
会
・
経
済
の
変

容
を
若
い
感
性
で
体
感
す
る
こ
と
は
得

難
い
体
験
で
あ
り
、社
会
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
か
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、将
来
の

糧
に
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
を
代
表
し
て
大
西
慧
士
さ

ん（
県
本
部
所
属
）と
久
米
美
穂
里
さ
ん

（
本
所
所
属
）が
、「
全
国
各
地
に
配
属
さ

れ
る
仲
間
と

と
も
に
、
助

け
合
い
、
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し

な
が
ら
農
業

を
よ
り
利
益

あ
る
魅
力
的

な
事
業
に
す

る
」と
決
意

表
明
し
ま
し

た
。

　
一
輪
車
の
各
種
大
会
で
は
、開
催
県
産

の
全
農
の
商
品
ブ
ラ
ン
ド「
ニ
ッ
ポ
ン

エ
ー
ル
」の
グ
ミ
な
ど
を
提
供
し
、選
手

た
ち
を
応
援
し
ま
し
た
。一
輪
車
の
競
技

種
目
は
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
、マ
ラ
ソ
ン
、

演
技（
ソ
ロ
・
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
）、
舞

台
演
技
な
ど
の
部
門
が
あ
り
、ど
の
種
目

も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

WEB注文方式のカタログギフトになります

決意表明を行う新入社員代表の大西さん（左）
と久米さん

日本一輪車協会主催の各種大会
日程 大会名 会場

8/14（日） 全日本一輪車競技大会
（レース部門）

愛鷹広域公園多目的競技場（静岡県沼
津市）

8/28（日） 全日本一輪車競技大会（ペ
ア・グループ演技部門） 高崎アリーナ（群馬県高崎市）

9/18（日） 第8回全国小学生一輪車
大会（演技部門） 須賀川アリーナ（福島県須賀川市）

11/6（日） 全日本一輪車マラソン大会 大井川陸上競技場・マラソンコース（静岡
県焼津市）

11/23
（水・祝）

全日本一輪車競技大会（ソ
ロ演技部門） 静岡市北部体育館（静岡県静岡市）

3/19（日） ALL JAPAN Uni-dancing 
Competition（舞台演技） 弘前市民会館（青森県弘前市）
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特　

  

集

「メイトーブランド」の商品

　
協
同
乳
業
は
1
9
5
3（
昭
和

28
）年
に「
酪
農
と
乳
業
の
共
生
」を

創
業
理
念
に
掲
げ
、長
野
県
の
生
産

者
と
J
A
、名
古
屋
精
糖
㈱
が
一
体

と
な
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。酪
農

家
が
丹
精
込
め
て
生
産
し
た
生
乳

を
使
い
、お
い
し
い
牛
乳
や
乳
製
品

を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、現
在

は
全
国
に
9
工
場
※
1
を
配
置
し
、

広
域
展
開
の
生
産
体
制
を
通
し
て

多
く
の
消
費
者
に
商
品
を
提
供
し

て
い
ま
す
。主
な
事
業
内
容
で
あ
る

牛
乳・ヨ
ー
グ
ル
ト・ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

な
ど
の
製
造
や
販
売
、牛
乳
を
も
と

に
し
た
素
材
事
業
な
ど
で
は
、多
く

の
日
本
初
の
取
り
組
み
を
持
ち
、独

自
の
生
産
技
術
や
研
究
を
生
か
し

た
商
品
を
数
多
く
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
長
野
県
内
の
家
畜
診
療
所
に
社

員
獣
医
師
を
配
し
、乳
業
メ
ー
カ
ー

と
し
て
は
唯
一
の
診
療
業
務
の
ほ

か
、乳
質
改
善
や
酪
農
家
の
経
営
指

導
を
行
う
こ
と
で
牛
の
健
康
や
衛

生
面
を
管
理
し
、酪
農
家
を
支
え
て

い
ま
す
。

※
1
…
自
社
の
5
工
場
と
子
会
社

（
信
州
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
㈱
、リ
フ
レ
カ
ッ

プ
㈱
、広
島
協
同
乳
業
㈱
、北
陸
メ

イ
ト
ー
乳
業
㈱
）の
4
工
場

　「
酪
農
の
輪
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、全

農
と
協
力
し
牛
乳
の
消
費
拡
大
と

生
産
基
盤
の
安
定
に
資
す
る
こ
と

を
目
指
し
、消
費
者・流
通
と
酪
農

家
と
の
相
互
理
解
の
促
進
や
、牛
乳

乳
製
品
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
り

組
み
で
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、「
酪
農
家
の

つ
ぶ
や
き
」シ
リ
ー
ズ
と
題

し
、酪
農
家
の
想
い
や
酪

農
の
豆
知
識
を
P
O
P
に

し
て
農
協
牛
乳
の
販
売
ス

ペ
ー
ス
で
発
信
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、親
子
を
対
象
に

し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体

験
」を
実
施
し
、消
費
者

に
牧
場
や
酪
農
家
の
仕
事

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
機

会
を
設
け
、生
産
者
と
消
費
者
を

結
ぶ
懸
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
研
究
開
発
で
は
乳
酸
菌
や
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
を
対
象
に
腸
内
環
境
の
研

究
に
取
り
組
み
、ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

L
K
M
5
1
2
を
用
い
た
ヨ
ー
グ
ル

ト「
L
K
M
ヨ
ー
グ
ル
ト
B
V
し
な

や
か
血
管
サ
ポ
ー
ト
」の
商
品
化
に

成
功
し
ま
し
た
。こ
の
商
品
は
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
日
本
初
の
血
管
の
し

な
や
か
さ
維
持
に
役
立
つ
機
能
性

表
示
食
品
で
す
。現
在
、大
学
な
ど

数
多
く
の
研
究
機
関
と
共
同
研
究

を
行
い
、高
齢
化
社
会
に
お
け
る
新

た
な
価
値
訴
求
に
向
け
、健
康
寿

命
の
延
伸
を
実
現
す
る
科
学
的
根

拠
の
あ
る
商
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

酪
農
家
が
生
み
出
す
乳
の
持
つ
価
値
を
伝
え
て
70
年

生
産
者
と
消
費
者
か
ら
愛
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て

　2
0
2
2
年
6
月
か
ら
全
農
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
な
っ
た
協
同
乳
業
は「
酪
農
と
乳
業
の
共
生
」を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
酪
農
家
が
生
産
す
る「
乳
の
価
値
」を
引
き
出
す
独
自
の
生
産
技
術
や
研
究
を
日
々
追
求
し
、
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
創
業
か
ら
70
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
豊
か
な
食
文
化
の
創
造
に
貢
献

す
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

公式
ホームぺージ
はこちら

　
協
同
乳
業
の
商
品
で
あ
る「
メ
イ

ト
ー
　ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ー
®」や「
メ
イ

ト
ー
の
な
め
ら
か
プ
リ
ン
」で
長
年

愛
さ
れ
て
き
た
商
品
ブ
ラ
ン
ド「
メ

イ
ト
ー
」と
と
も
に
、全
農
と
取
り

組
ん
で
い
る「
農
協
牛
乳
」を
軸
と

し
た「
農
協
」ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
提
供
し

て
い
ま
す
。ま
た
、お
客
さ
ま
と
酪

農
家
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
つ
な
ぐ「
オ

ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
」企
画
で
は
、酪

農
家
の
仕
事
や
乳
牛
に
つ
い
て
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、酪

農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
乳
牛

か
ら
搾
乳
し
た
生
乳
を
使
っ
た
農
協

　当社は、おかげさまをもちまし

て、本年、創業から70周年を

迎えることができました。

　長年、メイトーブランド商品を中心に製造・販売

してまいりましたが、「農協牛乳」の発売を契機に、

当社の製造技術や商品開発力を活かした「農協

珈琲」「農協ヨーグルト」「農協ミルク」などの農協

ブランド商品の販売拡大にも精力的に取り組ん

でいるところです。「農協ミルク」を開発する際に

は、生乳の需要拡大や地域貢献を意識した上で、

生乳の使用率を引き上げ、市場流通にのらない

果実から搾った果汁を使用するなどのフードロス

ゼロの取り組みを交えた商品づくりを行いました。

　一昨年以降、原材料価格、飼料価格、燃料費

などが高騰しており、私どもだけではなく生産者の

皆さまも大変厳しい環境下にありますが、当社な

らではの創意工夫を行い、生産者の皆さまととも

に発展していけるよう引き続き消費の拡大などに

取り組んでまいります。
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業
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農
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ー
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創意工夫で消費拡大
生産者とともに発展へ

生
乳
生
産
・
加
工
・
市
場
が

力
を
合
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せ
る
こ
と
を
理
念
に

「
酪
農
の
輪
プ
ロ
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ク
ト
」で

 

酪
農
家
と
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費
者
の
思
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な
ぐ

乳
の
力
と
腸
内
環
境
を

追
求
す
る
研
究
開
発
進
む

「
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イ
ト
ー
」と「
農
協
」

商
品
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
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「メイトーブランド」の商品

　
協
同
乳
業
は
1
9
5
3（
昭
和

28
）年
に「
酪
農
と
乳
業
の
共
生
」を

創
業
理
念
に
掲
げ
、長
野
県
の
生
産

者
と
J
A
、名
古
屋
精
糖
㈱
が
一
体

と
な
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。酪
農

家
が
丹
精
込
め
て
生
産
し
た
生
乳

を
使
い
、お
い
し
い
牛
乳
や
乳
製
品

を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、現
在

は
全
国
に
9
工
場
※
1
を
配
置
し
、

広
域
展
開
の
生
産
体
制
を
通
し
て

多
く
の
消
費
者
に
商
品
を
提
供
し

て
い
ま
す
。主
な
事
業
内
容
で
あ
る

牛
乳・ヨ
ー
グ
ル
ト・ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

な
ど
の
製
造
や
販
売
、牛
乳
を
も
と

に
し
た
素
材
事
業
な
ど
で
は
、多
く

の
日
本
初
の
取
り
組
み
を
持
ち
、独

自
の
生
産
技
術
や
研
究
を
生
か
し

た
商
品
を
数
多
く
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
長
野
県
内
の
家
畜
診
療
所
に
社

員
獣
医
師
を
配
し
、乳
業
メ
ー
カ
ー

と
し
て
は
唯
一
の
診
療
業
務
の
ほ

か
、乳
質
改
善
や
酪
農
家
の
経
営
指

導
を
行
う
こ
と
で
牛
の
健
康
や
衛

生
面
を
管
理
し
、酪
農
家
を
支
え
て

い
ま
す
。

※
1
…
自
社
の
5
工
場
と
子
会
社

（
信
州
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
㈱
、リ
フ
レ
カ
ッ

プ
㈱
、広
島
協
同
乳
業
㈱
、北
陸
メ

イ
ト
ー
乳
業
㈱
）の
4
工
場

　「
酪
農
の
輪
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、全

農
と
協
力
し
牛
乳
の
消
費
拡
大
と

生
産
基
盤
の
安
定
に
資
す
る
こ
と

を
目
指
し
、消
費
者・流
通
と
酪
農

家
と
の
相
互
理
解
の
促
進
や
、牛
乳

乳
製
品
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
り

組
み
で
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、「
酪
農
家
の

つ
ぶ
や
き
」シ
リ
ー
ズ
と
題

し
、酪
農
家
の
想
い
や
酪

農
の
豆
知
識
を
P
O
P
に

し
て
農
協
牛
乳
の
販
売
ス

ペ
ー
ス
で
発
信
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、親
子
を
対
象
に

し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体

験
」を
実
施
し
、消
費
者

に
牧
場
や
酪
農
家
の
仕
事

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
機

会
を
設
け
、生
産
者
と
消
費
者
を

結
ぶ
懸
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
研
究
開
発
で
は
乳
酸
菌
や
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
を
対
象
に
腸
内
環
境
の
研

究
に
取
り
組
み
、ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

L
K
M
5
1
2
を
用
い
た
ヨ
ー
グ
ル

ト「
L
K
M
ヨ
ー
グ
ル
ト
B
V
し
な

や
か
血
管
サ
ポ
ー
ト
」の
商
品
化
に

成
功
し
ま
し
た
。こ
の
商
品
は
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
日
本
初
の
血
管
の
し

な
や
か
さ
維
持
に
役
立
つ
機
能
性

表
示
食
品
で
す
。現
在
、大
学
な
ど

数
多
く
の
研
究
機
関
と
共
同
研
究

を
行
い
、高
齢
化
社
会
に
お
け
る
新

た
な
価
値
訴
求
に
向
け
、健
康
寿

命
の
延
伸
を
実
現
す
る
科
学
的
根

拠
の
あ
る
商
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

酪
農
家
が
生
み
出
す
乳
の
持
つ
価
値
を
伝
え
て
70
年

生
産
者
と
消
費
者
か
ら
愛
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て

　2
0
2
2
年
6
月
か
ら
全
農
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
な
っ
た
協
同
乳
業
は「
酪
農
と
乳
業
の
共
生
」を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
酪
農
家
が
生
産
す
る「
乳
の
価
値
」を
引
き
出
す
独
自
の
生
産
技
術
や
研
究
を
日
々
追
求
し
、
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
創
業
か
ら
70
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
豊
か
な
食
文
化
の
創
造
に
貢
献

す
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　【広
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調
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協
同
乳
業
の
商
品
で
あ
る「
メ
イ

ト
ー
　ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ー
®」や「
メ
イ

ト
ー
の
な
め
ら
か
プ
リ
ン
」で
長
年

愛
さ
れ
て
き
た
商
品
ブ
ラ
ン
ド「
メ

イ
ト
ー
」と
と
も
に
、全
農
と
取
り

組
ん
で
い
る「
農
協
牛
乳
」を
軸
と

し
た「
農
協
」ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
提
供
し

て
い
ま
す
。ま
た
、お
客
さ
ま
と
酪

農
家
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
つ
な
ぐ「
オ

ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
」企
画
で
は
、酪

農
家
の
仕
事
や
乳
牛
に
つ
い
て
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、酪

農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
乳
牛

か
ら
搾
乳
し
た
生
乳
を
使
っ
た
農
協

　当社は、おかげさまをもちまし

て、本年、創業から70周年を

迎えることができました。

　長年、メイトーブランド商品を中心に製造・販売

してまいりましたが、「農協牛乳」の発売を契機に、

当社の製造技術や商品開発力を活かした「農協

珈琲」「農協ヨーグルト」「農協ミルク」などの農協

ブランド商品の販売拡大にも精力的に取り組ん

でいるところです。「農協ミルク」を開発する際に

は、生乳の需要拡大や地域貢献を意識した上で、

生乳の使用率を引き上げ、市場流通にのらない

果実から搾った果汁を使用するなどのフードロス

ゼロの取り組みを交えた商品づくりを行いました。

　一昨年以降、原材料価格、飼料価格、燃料費

などが高騰しており、私どもだけではなく生産者の

皆さまも大変厳しい環境下にありますが、当社な

らではの創意工夫を行い、生産者の皆さまととも

に発展していけるよう引き続き消費の拡大などに

取り組んでまいります。
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ク
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―
―
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う

な
一
年
で
し
た
か
。

　
疫
病
や
戦
争
な
ど〝
異
な
る
種
類
の
危
機

が
輻
輳
〞し
な
が
ら
継
続
す
る
一
年
で
し
た
。

世
界
的
に
自
国
の
食
料
確
保
を
最
優
先
す
る

こ
と
が
顕
在
化
し
、日
本
は「
備
え
あ
れ
ば
、

憂
い
な
し
」の
幻
想
か
ら「
憂
い
あ
れ
ば
、
備

え
て
お
く
」
と
い
う
現
実
に
さ
ら
さ
れ
、
食
料

安
全
保
障
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
い
う
認
識
で

す
。

　
食
料
安
全
保
障
や
持
続
可
能
な
営
農
の

観
点
か
ら
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

見
直
し
を
好
機
と
捉
え
、
生
産
者
の
期
待
に

応
え
る
農
政
展
開
と
系
統
結
集
を
図
る
チ
ャ

ン
ス
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
米
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま

す
か
。

　
主
食
用
米
の
需
給
状
況
は
生
産
者
や

J
A
の
努
力
に
よ
っ
て
均
衡
状
態
に
移
っ
て

き
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
系
統

集
荷
は
非
常
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
価
も
回
復
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
産
コ
ス
ト
増
に
販
売
価
格
が
追
い
付
い
て

お
ら
ず
、
生
産
費
を
賄
う
水
準
ま
で
は
程
遠

い
状
況
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
こ
そ
適
正

な
価
格
形
成
を
促
す
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
・
エ

ガ
リ
ム
法
の
日
本
版
を
整
備
す
べ
き
と
思
っ

て
い
ま
す
。
特
に
生
産
現
場
で
は「
担
い
手

頼
み
」か
ら「
担
い
手
も
離
農
」へ
移
っ
て
き

て
お
り
、
集
落
単
位
で
機
能
不
全
に
陥
る
兆

候
が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
待
っ
た
な
し
の

状
況
で
す
。

―
―
令
和
5
年
産
の
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
大
き
く
と
ら
え
れ
ば
確
実
な
需
給
改
善
に

向
け
た
5
つ
の
取
り
組
み
と
、
今
後
の
事
業

環
境
変
化
に
対
応
す
る
16
の
取
り
組
み
が
5

年
産
の
方
針
で
す（
7
面
左
上
図
）。

　
そ
し
て
次
の
7
点
、①
需
給
均
衡
に
向
け

た
計
画
生
産
の
実
践
②
担
い
手
へ
の
対
応
強

化
③
新
品
種
開
発
や
種
子
確
保
へ
の
対
応
強

化
④
J
A
や
生
産
者
と
の
関
係
を
再
構
築

し
系
統
取
り
扱
い
の
シ
ェ
ア
拡
大
⑤
米
加
工

事
業
の
強
化
⑥
適
正
価
格
や
消
費
拡
大
に

向
け
た
広
報
宣
伝
や
理
解
醸
成
活
動
の
展

開
⑦
出
荷
契
約
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

W
E
B
化
に
よ
る
J
A
業
務
の
標
準
化
・
効

率
化
や
、
物
流
改
善
―
―
に
重
点
を
置
い
て

取
り
組
み
ま
す
。

―
―
米
穀
農
産
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
？

　
今
ま
で
は
主
食
用
米
が
過
剰
に
な
り
、
そ

の
改
善
策
と
し
て
加
工
米
や
飼
料
米
、
米
粉

米
、
輸
出
米
と
い
っ
た「
水
田
活
用
米
穀
」を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
直
近
で
は
作
付
け
転

換
が
功
を
奏
し
、５
年
産
に
向
け
た
主
食
用

米
は
需
給
改
善
の
兆
し
が
見
受
け
ら
れ
、
相

対
販
売
価
格
も
上
向
き
基
調
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
食
用
米
の
価
格
が
好
転
す
る
の
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
水
田
活
用
米
穀
か
ら

主
食
用
米
へ
逆
流
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
ま
た
主
食
用
米
の
供
給

過
剰
が
起
こ
り
、
米
価
の
下
落
や
大
幅
な
作

付
け
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
農
政
の
動
向
を
み
る
と
、①
米
か
ら
別
の

作
物
へ
の
転
換
、
特
に
畑
作
化
②
土
地
そ
の

も
の
を
水
田
か
ら
畑
地
に
転
換
―
―
と
い
う

方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
た

農
業
政
策
や
予
算
が
重
点
的
に
措
置
さ
れ
て

い
る
の
が
特
徴
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
水

田
活
用
米
穀
の
次
の
受
け
皿
と
し
て
麦
・
大

豆
・
飼
料
作
物
な
ど
の
生
産
拡
大
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
作
物
を

増
産
す
る
こ
と
は
、
世
論
を
味
方
に
つ
け
る

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
ま
す
。

―
―
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
言
わ
れ
る
麦
・
大
豆
に
は
、

ど
の
よ
う
な
課
題
と
打
ち
手
が
あ
り
ま
す
か
？ 

　
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が
あ
る
中
で
、
産
地
で
は

J
A
を
中
心
に
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
な
ど

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
も
の
の
、
大
き

く
三
つ
の
点
で
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　一
つ
は
生
産
面
で
す
。
麦
や
大
豆
は
豊
凶
の

差
が
顕
著
な
た
め
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
新

品
種
の
開
発
に
よ
り
、
安
定
生
産
を
手
助
け

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
麦
で
は
農
研
機
構
や
日
清
製
粉
な

ど
と
連
携
し
、
汎
用
性
が
高
く
広
域
に
普
及

が
可
能
な
栽
培
特
性
を
持
ち
、
穂
発
芽
耐
性

が
強
く
多
収
で
、
製
粉
適
性
の
あ
る
国
産
小

麦
の
開
発
に
向
け
、
現
地
実
証
試
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
４
年
産（
３
年
播
種
）で
は
良

い
結
果
が
出
た
の
で
、５
年
産（
４
年
播
種
）

の
候
補
品
種
を
決
め
、
昨
年
同
様
、
現
地
実

証
試
験
と
生
育
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
大
豆
で
は
農
研
機
構
な
ど
と
連
携
し
、

極
多
収
系
統
の
種
子
の
生
産
と
普
及
に
取
り

組
み
、
2
品
種
の
品
種
出
願
登
録
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
低
単
収
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
地
域
を
中
心
に
、
普
及
拡
大
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
播
種
適
期
の
広

い
品
種
の
育
種
も
進
め
ま
す
。

　
二
つ
目
は
流
通
面
。
増
産
に
伴
っ
て
不
足

す
る
保
管
施
設
を
い
か
に
確
保
す
る
か
。
ま

た
、
乾
燥
調
製
施
設
の
老
朽
化
に
も
前
広
に

手
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

麦
で
は
サ
イ
ロ
倉
庫
も
含
め
た
計
画
的
な
倉

庫
収
容
力
の
確
保
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

大
豆
で
は
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、
消
費
地

に
国
産
大
豆
専
用
倉
庫
を
整
備
し
ま
す
。
消

費
地
へ
の
集
約
保
管
を
進
め
る
と
と
も
に
、

各
地
域
の
庫
腹
不
足
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
大
豆
の
容
器
・
輸
送
形
態
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
実
需
者
か
ら
の
要
望
が
強
い
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
な
ど
大
型
規
格
で
の
出
荷
に
取
り
組

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
豆
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
や
角
型
・
隔

壁
型
の
フ
レ
コ
ン
の
利
用
な
ど
、
輸
送
・
保
管

の
効
率
化
に
資
す
る
モ
デ
ル
づ
く
り
を
行
い
、

手
荷
役
軽
減
の
た
め
の
半
貫
・一貫
パ
レ
チ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
※
の
試
験
運
用
を
始
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
価
格
面
で
す
。
急
激
な
生
産
拡

大
に
よ
る
販
売
価
格
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
段
階
的
な
増
産
を
進
め
ま
す
。
麦
の

増
産
に
向
け
て
は
、
実
需
者
が
求
め
る
品
質

の
パ
ン
や
中
華
麺
用
品
種
の
生
産
拡
大
を
図

り
な
が
ら
、
品
質
に
見
合
う
価
格
形
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
大
豆
に
つ
い
て
は
、
高
価
格
帯
で
取
引
さ

れ
る
も
の
は
国
産
付
加
価
値
需
要
の
固
定
化

と
拡
大
を
図
り
ま
す
。
中
価
格
帯
の
場
合
、

価
格
的
に
は
海
外
産
と
競
合
し
ま
す
が
、
海

外
産
大
豆
の
価
格
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
国
産
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
実

需
者
の
海
外
産
の
将
来
的
な
確
保
へ
の
不
安

感
を
背
景
に
、
国
産
へ
の
期
待
を
生
か
し
て

有
利
販
売
拡
大
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の一環
と
し
て
、
他
企
業
と
連
携
し
、

豆
腐
バ
ー
な
ど
国
産
原
料
を
使
用
し
た
商
品

の
開
発
や
、
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
と
い
っ

た
新
規
需
要
の
国
産
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
―
最
後
に
令
和
５
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

た
り一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
米
に
つ
い
て
は
需
給
も
改
善
し
、
環
境
的

に
は
か
な
り
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
生

産
者
や
J
A
と
協
力
し
、
も
う
一
段
、
米
価

を
上
げ
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
麦
・
大
豆
に

つ
い
て
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
の
生
産
だ
と

需
要
や
ニ
ー
ズ
を
無
視
し
た
こ
と
に
な
り
、

供
給
過
剰
に
な
っ
て
買
い
た
た
か
れ
た
り
、
保

管
経
費
の
増
嵩
に
陥
っ
た
り
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
農
と
し
て
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
、
ま
た
は
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
調
整（
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
と
マ
ー
ケ

ッ
ト
イ
ン
の
中
間
）型
の
生
産
販
売
戦
略
を

策
定
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
産
地
が
川
下
の
ニ
ー
ズ
を
全

て
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
プ
ロ
ダ
ク
ト

ア
ウ
ト
が
先
行
し
て
し
ま
う
の
も
事
実
で
す
。

そ
の
懸
け
橋
と
し
て
全
農
が
間（
ミ
ド
ル
）に

入
り
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
産
地
に
伝
え
、
産

地
の
作
付
け
方
針
や
重
点
品

目
を
実
需
者
に
理
解
し
て
も

ら
う
。
わ
れ
わ
れ
全
農
が
こ
の

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
調
整
の

役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　米
・
麦
・
大
豆
・
で
ん
ぷ
ん
の
事
業
を
担
当
す
る
高
尾
雅
之
常
務
理
事
に
、
令
和
4

年
度
の
振
り
返
り
と
5
年
度
の
戦
略
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。   

　
　【広
報
・
調
査
部
】

全
農
事
業
担
当
理
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

米
穀
農
産
事
業
担
当
常
務
　
高
尾
雅
之

食
と
農
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

5

ふ
く 

そ
う

5
つ
の
取
り
組
み 

16
の
取
り
組
み

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
調
整
型
に

麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
を
生
産
拡
大

ほ  

は
つ  

が

は  

し
ゅ

フルバージョンは
webサイトへ
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う需要に応じた生産を継続
❷水田活用米穀の作付け提案：5年産は90万㌧
（前年+18万㌧）を目標に取り組む
❸生産コスト低減：持続的な米生産を確保するた
め、営農・資材部門と連携して取り組む
❹系統取扱数量の拡大：JA・担い手推進強化によ
る連合会取扱210万㌧の確保
❺米価格への理解醸成：米生産の現状と米消費拡
大の重要性について、消費者へ直接的に訴求

10パールライス事業再編 11精米販売の拡大
12米加工事業の強化 13輸出用米の拡大
14米消費拡大

15環境負荷軽減の取り組み
16環境に配慮した生産・流通の取り組み

確実な需給改善に向けた５つの取り組み

今後の事業環境変化に対応する16の取り組み
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❸業務用向け契約栽培の拡大
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川上（生産）への対応

❺実需者直接販売の拡大 ❻事前契約の拡大
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❾物流改善
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―
―
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う

な
一
年
で
し
た
か
。

　
疫
病
や
戦
争
な
ど〝
異
な
る
種
類
の
危
機

が
輻
輳
〞し
な
が
ら
継
続
す
る
一
年
で
し
た
。

世
界
的
に
自
国
の
食
料
確
保
を
最
優
先
す
る

こ
と
が
顕
在
化
し
、日
本
は「
備
え
あ
れ
ば
、

憂
い
な
し
」の
幻
想
か
ら「
憂
い
あ
れ
ば
、
備

え
て
お
く
」
と
い
う
現
実
に
さ
ら
さ
れ
、
食
料

安
全
保
障
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
い
う
認
識
で

す
。

　
食
料
安
全
保
障
や
持
続
可
能
な
営
農
の

観
点
か
ら
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

見
直
し
を
好
機
と
捉
え
、
生
産
者
の
期
待
に

応
え
る
農
政
展
開
と
系
統
結
集
を
図
る
チ
ャ

ン
ス
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
米
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま

す
か
。

　
主
食
用
米
の
需
給
状
況
は
生
産
者
や

J
A
の
努
力
に
よ
っ
て
均
衡
状
態
に
移
っ
て

き
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
系
統

集
荷
は
非
常
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
価
も
回
復
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
産
コ
ス
ト
増
に
販
売
価
格
が
追
い
付
い
て

お
ら
ず
、
生
産
費
を
賄
う
水
準
ま
で
は
程
遠

い
状
況
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
こ
そ
適
正

な
価
格
形
成
を
促
す
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
・
エ

ガ
リ
ム
法
の
日
本
版
を
整
備
す
べ
き
と
思
っ

て
い
ま
す
。
特
に
生
産
現
場
で
は「
担
い
手

頼
み
」か
ら「
担
い
手
も
離
農
」へ
移
っ
て
き

て
お
り
、
集
落
単
位
で
機
能
不
全
に
陥
る
兆

候
が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
待
っ
た
な
し
の

状
況
で
す
。

―
―
令
和
5
年
産
の
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
大
き
く
と
ら
え
れ
ば
確
実
な
需
給
改
善
に

向
け
た
5
つ
の
取
り
組
み
と
、
今
後
の
事
業

環
境
変
化
に
対
応
す
る
16
の
取
り
組
み
が
5

年
産
の
方
針
で
す（
7
面
左
上
図
）。

　
そ
し
て
次
の
7
点
、①
需
給
均
衡
に
向
け

た
計
画
生
産
の
実
践
②
担
い
手
へ
の
対
応
強

化
③
新
品
種
開
発
や
種
子
確
保
へ
の
対
応
強

化
④
J
A
や
生
産
者
と
の
関
係
を
再
構
築

し
系
統
取
り
扱
い
の
シ
ェ
ア
拡
大
⑤
米
加
工

事
業
の
強
化
⑥
適
正
価
格
や
消
費
拡
大
に

向
け
た
広
報
宣
伝
や
理
解
醸
成
活
動
の
展

開
⑦
出
荷
契
約
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

W
E
B
化
に
よ
る
J
A
業
務
の
標
準
化
・
効

率
化
や
、
物
流
改
善
―
―
に
重
点
を
置
い
て

取
り
組
み
ま
す
。

―
―
米
穀
農
産
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
？

　
今
ま
で
は
主
食
用
米
が
過
剰
に
な
り
、
そ

の
改
善
策
と
し
て
加
工
米
や
飼
料
米
、
米
粉

米
、
輸
出
米
と
い
っ
た「
水
田
活
用
米
穀
」を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
直
近
で
は
作
付
け
転

換
が
功
を
奏
し
、５
年
産
に
向
け
た
主
食
用

米
は
需
給
改
善
の
兆
し
が
見
受
け
ら
れ
、
相

対
販
売
価
格
も
上
向
き
基
調
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
食
用
米
の
価
格
が
好
転
す
る
の
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
水
田
活
用
米
穀
か
ら

主
食
用
米
へ
逆
流
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
ま
た
主
食
用
米
の
供
給

過
剰
が
起
こ
り
、
米
価
の
下
落
や
大
幅
な
作

付
け
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
農
政
の
動
向
を
み
る
と
、①
米
か
ら
別
の

作
物
へ
の
転
換
、
特
に
畑
作
化
②
土
地
そ
の

も
の
を
水
田
か
ら
畑
地
に
転
換
―
―
と
い
う

方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
た

農
業
政
策
や
予
算
が
重
点
的
に
措
置
さ
れ
て

い
る
の
が
特
徴
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
水

田
活
用
米
穀
の
次
の
受
け
皿
と
し
て
麦
・
大

豆
・
飼
料
作
物
な
ど
の
生
産
拡
大
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
作
物
を

増
産
す
る
こ
と
は
、
世
論
を
味
方
に
つ
け
る

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
ま
す
。

―
―
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
言
わ
れ
る
麦
・
大
豆
に
は
、

ど
の
よ
う
な
課
題
と
打
ち
手
が
あ
り
ま
す
か
？ 

　
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が
あ
る
中
で
、
産
地
で
は

J
A
を
中
心
に
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
な
ど

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
も
の
の
、
大
き

く
三
つ
の
点
で
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　一
つ
は
生
産
面
で
す
。
麦
や
大
豆
は
豊
凶
の

差
が
顕
著
な
た
め
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
新

品
種
の
開
発
に
よ
り
、
安
定
生
産
を
手
助
け

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
麦
で
は
農
研
機
構
や
日
清
製
粉
な

ど
と
連
携
し
、
汎
用
性
が
高
く
広
域
に
普
及

が
可
能
な
栽
培
特
性
を
持
ち
、
穂
発
芽
耐
性

が
強
く
多
収
で
、
製
粉
適
性
の
あ
る
国
産
小

麦
の
開
発
に
向
け
、
現
地
実
証
試
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
４
年
産（
３
年
播
種
）で
は
良

い
結
果
が
出
た
の
で
、５
年
産（
４
年
播
種
）

の
候
補
品
種
を
決
め
、
昨
年
同
様
、
現
地
実

証
試
験
と
生
育
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
大
豆
で
は
農
研
機
構
な
ど
と
連
携
し
、

極
多
収
系
統
の
種
子
の
生
産
と
普
及
に
取
り

組
み
、
2
品
種
の
品
種
出
願
登
録
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
低
単
収
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
地
域
を
中
心
に
、
普
及
拡
大
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
播
種
適
期
の
広

い
品
種
の
育
種
も
進
め
ま
す
。

　
二
つ
目
は
流
通
面
。
増
産
に
伴
っ
て
不
足

す
る
保
管
施
設
を
い
か
に
確
保
す
る
か
。
ま

た
、
乾
燥
調
製
施
設
の
老
朽
化
に
も
前
広
に

手
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

麦
で
は
サ
イ
ロ
倉
庫
も
含
め
た
計
画
的
な
倉

庫
収
容
力
の
確
保
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

大
豆
で
は
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、
消
費
地

に
国
産
大
豆
専
用
倉
庫
を
整
備
し
ま
す
。
消

費
地
へ
の
集
約
保
管
を
進
め
る
と
と
も
に
、

各
地
域
の
庫
腹
不
足
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
大
豆
の
容
器
・
輸
送
形
態
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
実
需
者
か
ら
の
要
望
が
強
い
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
な
ど
大
型
規
格
で
の
出
荷
に
取
り
組

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
豆
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
や
角
型
・
隔

壁
型
の
フ
レ
コ
ン
の
利
用
な
ど
、
輸
送
・
保
管

の
効
率
化
に
資
す
る
モ
デ
ル
づ
く
り
を
行
い
、

手
荷
役
軽
減
の
た
め
の
半
貫
・一貫
パ
レ
チ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
※
の
試
験
運
用
を
始
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
価
格
面
で
す
。
急
激
な
生
産
拡

大
に
よ
る
販
売
価
格
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
段
階
的
な
増
産
を
進
め
ま
す
。
麦
の

増
産
に
向
け
て
は
、
実
需
者
が
求
め
る
品
質

の
パ
ン
や
中
華
麺
用
品
種
の
生
産
拡
大
を
図

り
な
が
ら
、
品
質
に
見
合
う
価
格
形
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
大
豆
に
つ
い
て
は
、
高
価
格
帯
で
取
引
さ

れ
る
も
の
は
国
産
付
加
価
値
需
要
の
固
定
化

と
拡
大
を
図
り
ま
す
。
中
価
格
帯
の
場
合
、

価
格
的
に
は
海
外
産
と
競
合
し
ま
す
が
、
海

外
産
大
豆
の
価
格
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
国
産
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
実

需
者
の
海
外
産
の
将
来
的
な
確
保
へ
の
不
安

感
を
背
景
に
、
国
産
へ
の
期
待
を
生
か
し
て

有
利
販
売
拡
大
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の一環
と
し
て
、
他
企
業
と
連
携
し
、

豆
腐
バ
ー
な
ど
国
産
原
料
を
使
用
し
た
商
品

の
開
発
や
、
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
と
い
っ

た
新
規
需
要
の
国
産
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
―
最
後
に
令
和
５
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

た
り一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
米
に
つ
い
て
は
需
給
も
改
善
し
、
環
境
的

に
は
か
な
り
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
生

産
者
や
J
A
と
協
力
し
、
も
う
一
段
、
米
価

を
上
げ
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
麦
・
大
豆
に

つ
い
て
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
の
生
産
だ
と

需
要
や
ニ
ー
ズ
を
無
視
し
た
こ
と
に
な
り
、

供
給
過
剰
に
な
っ
て
買
い
た
た
か
れ
た
り
、
保

管
経
費
の
増
嵩
に
陥
っ
た
り
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
農
と
し
て
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
、
ま
た
は
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
調
整（
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
と
マ
ー
ケ

ッ
ト
イ
ン
の
中
間
）型
の
生
産
販
売
戦
略
を

策
定
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
産
地
が
川
下
の
ニ
ー
ズ
を
全

て
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
プ
ロ
ダ
ク
ト

ア
ウ
ト
が
先
行
し
て
し
ま
う
の
も
事
実
で
す
。

そ
の
懸
け
橋
と
し
て
全
農
が
間（
ミ
ド
ル
）に

入
り
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
産
地
に
伝
え
、
産

地
の
作
付
け
方
針
や
重
点
品

目
を
実
需
者
に
理
解
し
て
も

ら
う
。
わ
れ
わ
れ
全
農
が
こ
の

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
調
整
の

役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　米
・
麦
・
大
豆
・
で
ん
ぷ
ん
の
事
業
を
担
当
す
る
高
尾
雅
之
常
務
理
事
に
、
令
和
4

年
度
の
振
り
返
り
と
5
年
度
の
戦
略
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。   

　
　【広
報
・
調
査
部
】

全
農
事
業
担
当
理
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

米
穀
農
産
事
業
担
当
常
務
　
高
尾
雅
之

食
と
農
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

5

ふ
く 

そ
う

5
つ
の
取
り
組
み 

16
の
取
り
組
み

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
調
整
型
に

麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
を
生
産
拡
大

ほ  

は
つ  

が

は  

し
ゅ

フルバージョンは
webサイトへ

❶計画生産：主食用米への作付け回帰とならないよ
う需要に応じた生産を継続
❷水田活用米穀の作付け提案：5年産は90万㌧
（前年+18万㌧）を目標に取り組む
❸生産コスト低減：持続的な米生産を確保するた
め、営農・資材部門と連携して取り組む
❹系統取扱数量の拡大：JA・担い手推進強化によ
る連合会取扱210万㌧の確保
❺米価格への理解醸成：米生産の現状と米消費拡
大の重要性について、消費者へ直接的に訴求

10パールライス事業再編 11精米販売の拡大
12米加工事業の強化 13輸出用米の拡大
14米消費拡大

15環境負荷軽減の取り組み
16環境に配慮した生産・流通の取り組み

確実な需給改善に向けた５つの取り組み

今後の事業環境変化に対応する16の取り組み

❶子実とうもろこし等の作付提案
❷新品種開発および種子確保に向けた法人との連携
❸業務用向け契約栽培の拡大
❹業務の標準化・効率化

川上（生産）への対応

❺実需者直接販売の拡大 ❻事前契約の拡大
❼買取販売の拡大 ❽産地インフラの整備
❾物流改善

川中（流通）への対応

川下（加工・消費）への対応

半
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
：
産
地
〜
倉
庫
・
倉
庫
〜
販
売
先
で
異
な
る
パ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
流
通
す
る
仕
組
み

一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
：
産
地
〜
倉
庫
〜
販
売
先
ま
で
同
一
の
パ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
流
通
す
る
仕
組
み

※

ぞ
う 

す
う
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JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

JAしみずアンテナショップきらり

　静岡市清水区三保地区は大正時代より続く有数のトマ
ト産地。伝統を受け継ぎ、温暖な気候を利用したハウス栽
培が盛んに行われています。
　「レッドオーレ」は酸味が少なく、フルーティーな甘さが特
徴の中玉トマトです。その名の通り、濃い赤色で球形の果実
で、ミニトマトより少し大きいゴルフボール大。
　おやつ感覚で手軽にパクっと口に運べる食べやすさが魅
力です。サラダやトマトソース、甘酢あんなど生のままでも火
を通しても、おいしく食べられます。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農の産地直送通販サイト

静岡清水産  レッドオーレ  トマト  30玉入り
……1200円（税込み）

期間
令和５年４月１４日（金）～
４月３０日（日）

①【宮城】グリルみのるエスパル仙台
②【東京】みのる食堂銀座三越
③【東京】みのりみのるチキン二子玉川東急フードショー
④【大阪】和牛とごはん焼肉じゅん枚方市役所前
⑤【岡山】みのるダイニングさんすて岡山

⑥【広島】みのる食堂エキエ広島
⑦【福岡】みのりカフェアミュプラザ博多
⑧【福岡】みのりカフェ福岡パルコ
⑨【佐賀】みのりカフェ季楽コムボックス佐賀駅前
⑩【熊本】みのる食堂アミュプラザくまもと

実施店舗
（１0店舗）

メニュー提供概要

主産県協議会が４月１７日「なすび記念日」でＰＲ

機能性ブーツ「アグリカラー」発売

直営飲食10店舗で「冬春なすフェア」

らしたオリジナルメニューで提供します。また、飲食された方先着500
人に自宅でおいしいなす漬けが簡単に作れる人気商品「エーコー
プなす漬の素（１袋・レシピ付き）」を各店舗でプレゼントします。
　「エーコープなす漬の素」は、ＪＡタウン「エーコープのお店」でも
購入できます。

　ＪＡグループ冬春ナス主要産地(岡山、徳島、高知、福岡、佐賀、熊
本)で構成する「冬春なす主産県協議会」は、出荷最盛期を迎える春
先にかけて多くの人にナスを食べてもらうことを目的に４月１７日を「な
すび記念日」に制定し、販売促進や食育活動に取り組んでいます。
　フェアでは、各産地の「長なす」「短なす」を店舗ごとに趣向を凝

　全農は４月１４～３０日、みのりみのる店舗（１０店舗）で「冬春なす主産県協議会」との
コラボレーション企画「冬春なすフェア」を開催しています。   　【フードマーケット事業部】

　㈱Ａコープ東日本クミックス事業部は1月から、普段の農作業
から週末農業やガーデニングにも活躍する機能性ブーツ「アグリ
カラー」をJA共同購入、JAグリーン店舗などで発売しています。  

【くらし支援部、㈱Aコープ東日本】

　「アグリカラー」はこれまでの農作業用シューズの良さを生かしつ
つ、軽量・防水・伸縮性に優れたスポンジゴムを採用し、農作業から
ガーデニング、レジャーシーンでも大活躍できる機能性ブーツです。デ
ザインは、シンプルでスタイリッシュ、機能面でも優れ、柔らかく軽いの
で丸めて持ち運びも可能です。カラーは、ブラック・ネイビーの２色、男
女兼用サイズでＳＳ～３Ｌを用意しています。普段使いから仕事用ま
で、幅広く活用いただけます。

岡
山
県
産「
千
両
な
す
」と

大
豆
ミ
ー
ト
の
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ

＆
自
家
製
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食

もと

伸縮性に優れた機能性ブーツ
「アグリカラー」柔らかく軽い　農作業やガーデニング、レジャーにも

「エーコープなす漬の素」購入はこちら▶
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